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【Q】皆さんが考える危機管理とは？

【Q】皆さんが考える「命を守る」危機管理学とは？
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多様な地域住民一人ひとりの命
を守るために

【Q】 皆さんにとっての危機管理？（テーマ設定）

皆さんが思い描く危機感の対象は、テロ、国家安全保障などでしょうか。

しかし、日々、虐待、ⅮⅤ、ジェンダー・性暴力等で命が奪われていることを知っていますか。

実は、日々の生活を安全・安心に生きていることは、データ・エビデンスからすれば、奇跡的なこと。

私達一人ひとりは、バックグランド、背負っているもの、生活パターン、性格も様々です。

表面的には見えていないことだらけです。

「標準」「ふつう」の押し付けにより、命の危険に晒されている人が数多くいます。

私の研究室では、日常・身近な危機を研究しています。

鈴木秀洋研究室 https://suzukihidehiro.com/



【講演内容・目次】

第１ 自己紹介（記事3枚）

第２ 危機管理学の視点からの災害対応

①危機管理の考察視座、②東京都被害想定、

③内閣府防災プログラム紹介、④福祉避難所、

⑤大川小津波判決

第３ 危機管理学の視点からの児童虐待、子どもの安全を守る対策等

①専門的知見、②連携、③親ごと支える、④継続的に支える、

⑤学校の安全－剣太事件
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危機管理学の視点からの災害対応

鈴木秀洋 『虐待・ⅮⅤ・性差別・災害等 社会的弱者にしない自治体法務』（第一法規）

【（広義の）危機管理学の4つの視座】

第１ 行政法・地方自治法の再構成の視座
第２ 危機管理の視座
第３ 当事者主義の視座
第４ 社会モデルの視座



鈴木秀洋 『虐待・ⅮⅤ・性差別・災害等 社会的弱者にしない自治体法務』（第一法規）

【（広義の）危機管理学の4つの視座】 命を守る視点！！

第１ 行政法・地方自治法の再構成の視座

第２ 危機管理の視座

①弱者視点・多様性の尊重、②事前対策がすべて、

③組織・チーム対応、④命（心と体）を守り続ける

第３ 当事者主義の視座

第４ 社会モデルの視座

こうした視座で 多様な個々人の命を守っていく 危機管理学の提示

多様な地域住民一人ひとりの命を
守るために



【講演 振り返り 】 一貫して命を守る危機管理の視点！！

第１ 自己紹介（記事3枚）

第２ 危機管理学の視点からの災害対応

①危機管理の考察視座、②東京都被害想定、

③内閣府防災プログラム紹介、④福祉避難所、

⑤大川小津波判決

第３ 危機管理学の視点からの児童虐待、子どもの安全を守る視座等

①専門的知見の向上、②連携、③親ごと支える、④継続的に支える

⑤学校の安全－剣太事件

※※社会的孤立
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学ぶということ、知識・知見を得るということは、他人に優しくなることだと
考えています。

他人を殺すための武器ではなく、他人を助けるための知識・知見の武器を一
杯身に付けていきたいですね。

知識・知見は、皆さんの大切な人を救ってくれるものだと思います。

※ 鈴木秀洋 『虐待・ⅮⅤ・性差別・災害等 社会的弱者にしない自治体法務』（第一法規） 終章
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相当な情報量、盛沢山な内容を、急ぎ足で講義させていただきました。

本来は、一つのテーマに15回、双方向で意見交換しながら、やりたいところ
です。

この続きは、是非、三軒茶屋キャンパスで…(笑)。

ご清聴ありがとうございました。
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【参考文献・引用等】

・基本的に筆者HPから引用
・また、それぞれのパワーポイントの最初に記載済み
（内閣府、東京都等のHPより引用）

・すべて公開資料から引用
・その他関連資料・頁については、講演中に言及

・鈴木秀洋 『虐待・ＤⅤ・性差別・災害等 社会的弱者にしない自治体法務』（第一法規）

・鈴木秀洋『自治体職員のための行政救済実務ハンドブック（改訂版）』（第一法規）

・鈴木秀洋『子を、親を、児童虐待から救う』（公職研）

・鈴木秀洋『必携市区町村子ども家庭総合支援拠点スタートアップマニュアル』（明石書店）

・鈴木秀洋『行政法の羅針盤』（成文堂） ほか


